
３
月
６
～
７
日
、

18春
闘

医
療
中
央
行
動
に
県
本
部
医

療
介
護
評
か
ら
３
人
が
参
加

し
、
『
医
療
介
護
署
名
』
の

国
会
提
出
、
地
元
選
出
国
会

議
員
や
政
府
へ
の
要
請
を
実

施
。
看
護
師
増
員
な
ど
を
求

め
る
『
医
療
介
護
署
名
』
は
、

２
月
末
ま
で
に
愛
媛
県
内
で

５
１
４
５
筆
集
約
し
て
い
ま

す
。
３
月
６
日
に

愛
媛
選
出
国
会
議

員
６
人
に
紹
介
議

員
を
お
願
い
し
、

白
石
洋
一
衆
議
院

議
員
が
紹
介
議
員

と
し
て
署
名
提
出

を
約
束
。
他
の
議

員
も
紹
介
・
賛
同

議
員
に
な
る
こ
と
も
再
度
検

討
し
返
事
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
山
本
公
一

衆
議
院
議
員
の
秘
書
は
、
南

予
の
病
院
や
地
域
の
状
況
を

熱
心
に
聴
い
て
く
れ
ま
し
た
。

翌
７
日
の
政
府
要
請
で
は
、

看
護
・
医
療
・
労
働
の
各
分

野
に
分
か
れ
て
行
動
し
、
職

場
が
慢
性
的
な
人
手
不
足
の

な
か
で
必
死
に
患
者
・
利
用

者
さ
ん
を
守
っ
て
い
る
職
場

状
況
と
労
働
者
へ
の
支
援
を

強
く
要
請
し
ま
し
た
。

３
月
７
日
、
寒
さ
が
戻
っ

た
東
京
で
「
春
闘
要
求
実
現

３
・
７
中
央
行
動
」
に
全
国

２
千
人
（
愛
媛

14人
）
が
参

加
。
「
く
ら
し
改
善
の
た
め

の
大
幅
賃
上
げ
」
「
労
働
者

保
護
を
破
壊
す
る
『
働
き
方

改
革
』
阻
止
」
「
安
倍
暴
走

政
治
を
ス
ト
ッ
プ
！
」
な
ど

要
求
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

11時

～
総
務
省
前
集
会
、

12時
～

厚
労
省
・
人
事
院
前
集
会
、

13時
～
国
会
請
願
デ
モ
を
実

施
。
そ
の
後
、
自
治
労
連
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
参
加
し
た

20人
は
、
参
議
院
議
員
会
館

で
「
総
務
省
要
請
」
を
実
施

し
、
四
国
の
実
状
を
伝
え
、

総
務
省
の
改
善
措
置
を
求
め

ま
し
た
。
中
央
行
動
に
初
め

て
参
加
し
た
愛
媛
の
５
人
か

ら
「
車
道
を
歩
く
の
は
気
持

ち
が
い
い
、
デ
モ
は
す
ご
い

な
と
思
っ
た
」
「
総
務
省
要

請
は
、
勉
強
に
な
っ
た
」
な

ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
総

務
省
前
集
会
で
は
、
本
部
現

業
評
に
よ
る
『
現
業
職
員
採

用
な
ど
を
求
め
る
現
業
署
名
』

の
総
務
省
へ
の
提
出
行
動
に

県
本
部
現
業
評
・
佐
々
木
会

長
が
参
加
し
、
愛
媛
の
職
場

の
実
状
を
伝
え
ま
し
た
。

（１） 第４９５号
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第 ４９５ 号

日 程

【４月】

15 愛媛保育問題研究会総会

（新居浜）

21 県本部拡大執行委員会

非正規公共評幹事会

23 県市長会要請（八幡浜）

24 県町村会要請（松山）

29 西条産業フェスティバル

【５月】

１ メーデー集会（各地域）

３ 愛媛憲法集会（松山）

10 県自治体問題研究所総会

11 自治労連中央委員会

（横浜～12）

14 社保庁不当解雇撤回裁判

（高松高裁）

19 県本部拡大執行委員会

女性部幹事会

25 夏季要求実現中央行動

（東京）

26～27 四国保育団体

合同研究集会（新居浜）

【６月】

１ 全国書記学習交流集会

（静岡～２）

３ 医療介護評総会（内子）

10 保育部会幹事会

■そんな「職場」をめざすため、組合は「職場の声」をまとめて、職場で理事者（市長・町長など）に要求し交渉し、

県や国（総務省・厚生労働省・人事院など）に改善を求めるなど、全県・全国の仲間ととりくみをすすめています。

同時に、職場を越えて全県・全国の仲間との《交流とつながり》を広げています。

■組合は、①職場の声を集める《要求活動》、②協力しあって仕事ができる《職場づくり》、③いっしょにチカラを

あわせる《仲間づくり》を『３つの原点』に活動しています。新採職員のみなさんも、正規職員も非正規職員も、

再任用職員のみなさんも「願いと希望」をかなえるため、組合に入って「声」を上げ「チカラ」をあわせましょう！

① ０歳児 ② １歳児

③ ２歳児 ④ ３歳児

⑤ ４歳児 ⑥ ５歳児

⑦ 障害がある子ども

⑧ 給食と保育

⑨ 子育て支援

⑩ 新制度と保育運動



２
月

27日
、
「
市
立
吉
田

病
院
を
存
続
・
充
実
さ
せ
る

住
民
の
会
」
が
医
師
の
川
島

実
さ
ん
を
迎
え
て
『
地
域
の

健
康
を
守
る
』
の
講
演
会
を

開
催
し
、
地
域
住
民
や
病
院

労
組
組
合
員
ら
約
１
３
０
人

が
参
加
。
川
島
さ
ん
出
演
の

Ｔ
Ｖ
番
組
『
情
熱
大
陸
』
が

上
映
さ
れ
、
講
演
で
は
「
健

康
面
で
の
最
終
的
な
セ
イ
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
医
師
や
地

域
の
病
院
」
と
地
域
医
療
の

役
割
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
３
月
４
日

13回
目
と
な
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

を
『
中
山
ク
ラ
フ
ト
の
里
』

で
開
催
し
、
大
人

65人
・
子

ど
も

55人
が
参
加
。
清
掃
活

動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
短
い

時
間
で
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を

集
め
ま
し
た
。
そ
の
後
２
カ

所
の
『
い
ち
ご
園
』
に
分
か

れ
い
ち
ご
狩
り
。
思
い
思
い

に
熟
し
た
い
ち
ご
を
摘
ん
で

食
べ
比
べ
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
働
組

合
は
３
月
９
日
「
組
合
員
退

職
者
送
別
会
＆
交
流
会
」
を

開
催
し
退
職
者
５
人
含
む
大

人

32人
・
子
ど
も

11人
が
参

加
。
花
束
を
贈
呈
し
、
退
職

者
か
ら
「

20歳
で
こ
の
病
院

に
就
職
し
、
浮
気
も
せ
ず

40

年
間
働
き
続
け
ら
れ
た
の
は

周
り
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
」

な
ど
あ
い
さ
つ
。
職
場
や
組

合
を
通
じ
た
『
仲
間
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
』
を
感
じ
た

送
別
会
で
し
た
。

今
治
市
職
は
「
保
健
師
し
ゃ

べ
り
場
」
を
３
月

19日
陸
地

部
・

22日
島
し
ょ
部
で
開
催
。

田
頭
女
性
部
長
が
「
市
職
女

性
部
の
活
動
」
「
女
性
の
権

利
を
獲
得
の
経
過
」
な
ど
を

伝
え
、
「
組
合
の
必
要
性
」

を
強
調
。
「
保
健
師
給
与
・

昇
格
」
を
改
善
す
る
必
要
性
」

も
話
し
ま
し
た
。
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
や
仕
事
の
こ

と
を
交
流
で
き
る
『
し
ゃ
べ

り
場
』
を
今
後
も
開
催
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
３
月
３
日

「
保
育
部
会
交
流
茶
話
会
」

を
開
催
し
、
育
休
中
の
保
育

士
を
含
む

13

人
が
参
加
。

「
５
／

26・

27四
国
保
育
合

同
研
究
集
会
」
の
よ
び
か
け

が
あ
り
、
和
気
委
員
長
を
講

師
に
「
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
」
と
「
労
働
時
間
管
理
」

に
つ
い
て
学
習
。
「
組
合
で

と
り
く
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
超
勤
対
応
が
良
く
な
っ
た
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
少
し

ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
条
市
職
労
保
育
部
は
３

月

12日
、
２
回
目
の
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
学
習
会
」

を
開
催
し

83人
が
参
加
。
県

本
部
役
員
が
資
料
と
パ
ワ
ポ

で
「
新
制
度
で
何
が
変
わ
る
？

い
つ
決
ま
る
？
何
を
す
れ
ば

い
い
の
？
」
を
説
明
。
全
国

で
検
討
さ
れ
て
い
る
事
例
も

紹
介
し
「
当
事
者
が
声
を
あ

げ
、
組
合
で
要
求
し
交
渉
し

な
け
れ
ば
『
い
い
制
度
』
に

な
ら
な
い
」
こ
と
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

四
国
中
央
市
職
労
は
３
月

15日
、
保
育
士
対
象
に
「
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
学
習

会
」
を
開
催
し
、
臨
時
・
パ
ー

ト
保
育
士
な
ど
９
人
が
参
加
。

県
本
部
役
員
が
パ
ワ
ポ
で

「
制
度
の
改
善
点
と
課
題
」

を
説
明
。
参
加
者
か
ら
「
自

分
た
ち
が
ど
う
な
る
の
か
？

『
組
合
情
報
』
を
見
て
参
加

し
た
」
と
声
が
あ
り
、
講
師

が
「
組
合
に
加
入
し
、
声
を

上
げ
、
交
渉
す
る
の
が
重
要
」

と
話
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
３
月

22

日
、
保
育
部
会
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
学
習
会
」

を
開
催
し
、
臨
時
・
正
規
保

育
士

11人
と
役
員
ら
４
人
が

参
加
。
組
合
が
保
育
現
場
の

声
を
集
め
、
交
渉
し
て
き
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
越
智
副

委
員
長
が
パ
ワ
ポ
で
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
の
中
身

と
問
題
点
」
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
。
新
年
度
に
も
「
学

習
・
説
明
会
」
を
実
施
し
て

い
く
計
画
で
す
。

■
４
月
は
卒
業
、
入
学
、
転

勤
と
節
目
の
月
を
迎
え
、
自

分
を
見
失
わ
な
い
よ
う
地
に

足
を
つ
け
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。

（
西
予
・
田
中
）

■
妻
が
４
月
か
ら
職
場
復
帰

し
、
子
ど
も
が
そ
ろ
っ
て
幼

稚
園
通
い
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
、
地
域
行
事
、
育
児
、

介
護
に
追
わ
れ
る
毎
日
、
誰

か
休
ま
せ
て
…
。

（
今
治
・
西
原
）

■
年
度
末
に
入
り
忙
し
い
毎

日
、
ふ
と
気
づ
く
と
庭
の
桃

の
蕾
も
大
き
く
膨
ら
ん
で
春

は
近
づ
い
て
来
て
る
の
を
感

じ
癒
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
で

乗
り
切
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
つ
い
に
異
動
で
職
場
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

固
く
な
っ
た
頭
で
新
し
い
事

を
覚
え
ら
れ
る
の
か
？
心
配

で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

（
西
条
・
山
内
）

■
過
去
に
は
就
職
氷
河
期
で

入
る
苦
労
を
味
わ
い
、
現
在

で
は
人
材
不
足
で
入
っ
て
く

れ
な
い
辛
さ
を
味
わ
う
こ
と

に
な
る
と
は
…
。

（
今
治
・
白
石
）

■
先
日
、
娘
家
族
に
還
暦
の

お
祝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
自
分
が

60歳
な
ん
て
、

ま
だ
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
西
条
・
宮
城
）

■
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
楽
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
タ
イ
ム
を
縮

め
る
云
々
よ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
思
い
に
ふ
け
る
こ
と

が
で
き
、
自
分
と
向
き
合
う

良
い
時
間
が
つ
く
れ
ま
す
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第４９５号

２０１８年 ４月１５日

■
４
９
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ゴ
ジ
ッ
ポ
ヒ
ャ
ッ
ポ
」

（
五
十
歩
百
歩
）
で
し
た
。

正
解
は
８
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

西
原
紀
子
（
新
居
浜
）

山
内
真
由
美
（
西
条
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

井
上
裕
也
（
西
予
）

白
石

聡
（
今
治
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
５
月

27日
【
発

表
】
４
９
７
号
（
６
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①男性歌手。『15の夜』『I LOVE YOU』など

④金銭の融通。○○○○機関

⑦（スペイン・イタリア語など）数字の「４」

⑧営利を目的とする社団法人の総称

⑨災厄を払い除くこと。厄払い

【タテのカギ】

①童話。なかなか抜けない。「うんとこしょ、

どっこいしょ」

②学校・会社などが学生や社員に提供する

共同宿舎。寮

③○○こぶ、きり○○ぽ、いっ○○もめん

⑤上位の職員。○○○○⇔下役

⑥ものまねタレント。同名のおそうざいも

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の

10

文
字
で
、

「
こ
ん
な
こ
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
！
」
に

し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


